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研究成果の概要 

 老化細胞は加齢とともに組織内に蓄積し、臓器全体の機能性低下や発がんに関与すると考え

られている。老化細胞ではしばしば転写ノイズやメチル化の異常を含むエピゲノム破綻が観察され

ており、これらの改変に積極的に介入することで組織機能性の回復が認められることが報告されて

きた。そこで本研究では加齢に伴って増加する老化膵島細胞のエピゲノム状態を定義し、独自に

開発したリプログラミング技術による機能改善を行う。 

2023 年度は若齢及び加齢マウスを用いた親水性代謝物を対象としたメタボローム解析を行うこ

とで、加齢に伴った代謝経路の変化と機能性への影響を検討した。また、昨年度見出した膵島細

胞特異的な新規リプログラミング機構がマウス生体内外で誘導できることを確認し、特許化するに

至った。 

現在、新規リプログラミング機構の詳細な分子メカニズム解明を行うとともに、同機構を用いた老

化膵島細胞の機能改善を試みている。 

 

 

  

 


